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眼内レンズ表面における細胞反応の透過型電子顕微鏡による研究

(1)初期反応 (図 6)
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要  約
サル眼 (8匹 )に眼内レンズ (IOL)を 移植後14日 目まで,経時的に 10Lを 摘出し,IOL表面の細胞反応を
透過型電子顕微鏡を用いて検討 した。10L表面には3種類の細胞,即 ち,好中球,マ クロファージ,多核巨細

胞がみられたが,そ のうちマクロファージと多核巨細胞が主な細胞成分であった。これらの細胞は直接 10L表

面に接するのではな く,細胞膜 とIOL表 面 との間には微細顆粒状の膜様物がみられた.(日 眼 92:
2089-2093, 1988)
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Abstract
We performed posterior chamber lens implantation in eight monkey eyes. The amimals were

sacrificed after varying survival times of up to 14 days. The intraocular lenses were examined by
transmission electron micoscopy. Three difrerent types of cells, namely, polymorphonuclear leuko-
cytes, macrophages and multinucleated giant cells, were observed on the surface of the intraocular
lenses. A thin membrane-like structure composed of flnely granular material covered the intraocular
lens surface. These cell components were not attached directly to the lens surface, but, rather, were
located on the membrane-like structure. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 92:2089-2093, 1988)
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I緒  言

現 在 広 く用 い られ て い る 10Lの 光 学 部 は

polymethylmethacrylate(PMMA)で できている。
PMMAは 生体にとって異物であるが,通常の IOL挿
入において,周 囲組織を破壊するような強い異物反応

は起こらない。しかしながら,弱い細胞反応が IOL表

面にみられることは人眼
1)～4)お よび動物眼

5)において

報告されている。

最近我々は透過型電子顕微鏡を用いて,IOL表面の

細胞反応を観察する方法を開発した0)7)。 この方法を用

いて,サル眼に移植した後房レンズ表面の細胞反応を
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経時的に観察した。今回は14日 目までの初期反応を報

告する。

II 実験方法

実験動物 として体重4～ 8kgの 日本ザル (Macaca

mscata)(8匹 , 8眼 )を用い,ケ タラール10～ 15mg/

kgの筋注による全身麻酔下に,シ ムコ針による計画的

嚢外法と通常の IOL手 術に準じて IOL移植術を施行

した。IOL光学部の素材は PMMAで 市販のものを使
用した。IOL挿 入はできるだけ嚢内固定になるように

した。挿入後,8-0シ ルク糸にて縫合を行い,抗生物質

およびステロイドを点眼し, 1日 , 4日 , 7日 ,お よ

び14日 目に眼球を摘出した。

摘出眼球は直ちに 4%グ ルタールアルデヒドー0.1
Mカ コジル酸緩衝液で固定し,既報6)7)に 従って試料を
作製 した後, 日本電子100CX型電子顕微鏡で観察し

た .

III 結  果
IOL移植 1日後では,IOL表面に細胞成分はほとん
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どみられなかったが,一部には小円形細胞が少数認め

られた。この小円形細胞は 2つに大別された.一つは

好中球で,その核は分葉し,細胞膜には多数の特殊顆

粒やアズール顆粒を有し,偽足突起を出していた (図

1)。 他の細胞はマクロファージで,そ の核は円形ある

いは楕円形で,細胞質は粗面小胞体や リボゾームに富
み,空胞や小胞, ライソゾーム, ミトコンドリアなど

を有し,ま た多数の偽足突起を出していた(図 2).IOL

の表面は微細顆粒状の膜様物で覆われていた (図 2)。

IOL移植 4日 後では,好中球やマクロファージの数
が増加し,IOL面上や周囲に多数みられた(図 3)。 こ

れらの細胞は直接 IOL表面に接するのではなく,細胞

膜とIOL表 面との間に形成された微細顆粒状の膜様

物を介して存在 していた (図 4).

IOL移植 7日 後では,好中球はほとんどみられなく

なり,細胞成分の主体はマクロファージと多核巨細胞
であった.多核巨細胞の大きさは直径数百 ミクロンに

も達し,数個から十数個の核を有 し,IOL面上に広

0

寺

図 1 10L移植後 1日 目の IOL表面の好中球.好中球
の核は分業状を呈し,細胞質には特殊顆粒やアズー
ル顆粒が認められる (bar:lμ m).

10L

図 2 10L移植後 1日 目のIOL表面のマクロフアー
ジ.マ クロファージの細胞質内には リボゾームが豊

富で, ライソゾーム,小胞,空胞などがみられる。
IOL表面 (IOL)に は微細顆粒状の薄い膜様物(矢印)
が認められる (bar:lμ m).
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図4 図 3の強拡大.IOL表面(IOL)と マクロファー
ジとの間には微細顆粒状の膜様物 (矢印)がみられ
る (bar:0.2μ in).

あっているだけなのか,あ るいはメラニンを貪食した

細胞なのか,それともメラノサイ トかなどの鑑別は不

可能である。

もう一つは走査型電子顕微鏡 による観察である

が2)4)5),こ の方法でも細胞の表面構造は分かるが,内部

構造は不明であり細胞の正確な同定は難しい。

最近我々は透過型電子顕微鏡で IOL表 面の細胞を

観察する方法を開発した
6)7),こ の方法を用いると細胞

の同定が可能であり,ま た細胞とIOL表面との関係も

明らかにすることができる。今回のサル眼を用いた

IOL移植14日 までの観察では,細胞成分として好中

球,マ クロファージ,多核巨細胞がみられた。線維芽

細胞やメラノサイトは認められなかった。今まで報告

されている線維芽細胞様細胞は変形したマクロファー

ジと考えられた.観察された 3つの細胞のうち好中球
は移植後 4日 目まで少数みられたが,14日 目までの主

な細胞はマクロファージと多核巨細胞であった。多核

巨細胞はマクロファージが癒合してできると考えられ

ているが8)9),今回の観察においてその形成過程を明確

:OL

図3 10L移植後 4日 目のIOL表面の細胞成分.IOL
表面 (IOL)に は多数のマクロファージ (M)と好中
球 (N)が認められる (bari 2μ m).

がっていた(図 5)。 細胞質の微細構造はマクロファー

ジに類似していたが,多数のファゴライソゾーム,小

胞,空胞がみられた。多核巨細胞とIOL表面には膜様

物がみられた。

IOL移植14日 後では,細胞成分はマクロファージと

多核巨細胞であったが, 7日 目に比べてマクロファー

ジの数が減少していた。いくつかの巨細胞の細胞質に

は多数の大きな空胞がみられた(図 6).ま た,多核巨

細胞とIOL表面との間には膜様物も認められた。

IV考  按
IOL表面に付着する細胞を病理組織学的に観察す

るために,主に 2つの方法が報告されている。
一つは Wolterの 開発した“Lens lmplant Cytology

Technique"で ある
“
)。 この方法は IOL表面の細胞の

分布と形態を知ることができる簡便な方法であり,組
織球,線維芽細胞様細胞,巨細胞などが報告されてい

る。しかしながら,こ の方法では細胞の同定は難しく,

例えば巨細胞か,それとも細胞が単に集合して重なり
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図5 10L移植後 7日 目のIOL表面の多核巨細胞.多核巨細胞は8つの核をもち,細
胞質にはリボゾームが豊富である.多数の偽足突起も認められる (bar:2μ m).

図6 10L移植後14日 目のIOL表面の多核巨細胞.多核巨細胞には空胞の形成が著明
である (bra:2μ m).

ι
ヽ



昭和63年 12月 10日

にすることはできなかった。移植後 14日 目ではマクロ

ファージの数は減少し,主な細胞は多核巨細胞であっ

た。一部の巨細胞の細胞質には多数の空胞がみられ ,

すでに変性過程を示しているものと考えられた。これ

らの細胞は直接 IOL表面に付着 しているのではなく,

細胞と10L表面との間には薄い膜様物が認められた .

W01terは“Lens lmplant Cytology Technique"を 用

い て,人 眼 よ り摘 出 し た IOL表 面 に 薄 い

prOteinaceous membraneを 観察している。).走査型電

子顕徴鏡を用いた観察においても同様の膜様物が報告

されている2)。 今回の透過型電子顕微鏡による観察で

はこの膜様物は細胞膜と同じくらいの厚さで微細顆粒

状を呈し,IOL移植後 1日 目より認められた.こ の膜

様物の形態および出現時期により,そ の本態は手術時

の血液房水柵の破綻により前房中に漏出したフィブロ

ネクチンを含んだ血漿蛋白が IOL表面に付着したも

のと推定した .
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